
■地域連携計画管理料加算の手続き方法について■ 

 

七沢リハビリテーション病院山下俊紀先生より神奈川県西部の脳卒中地域連

携ネットワークが厚生労働省に対して地域連携管理料加算の手続きを行う予定

であり、その際の手順・資料などを提供いただきましたので、ここにご紹介い

たします。 

 

１．ネットワーク構築に必要なこと 

  (1) 計画管理病院と連携医療機関(リハビリ病院等)が外来診療を担当する

診療所をリストアップし、厚生労働省へ申請登録する。 

 (2) 上記に伴いリストアップされた診療所が計画管理病院を指定して厚生

労働省に申請し、医療保険請求が可能な仕組みを構築する。 

 

２．ネットワーク構築の手順 

 (1) 患者紹介ルートの作成  

地域の診療所に脳卒中地域連携ネットワークに加入してもらい、急性期

病院～リハビリ担当病院～診療所まで患者を紹介できるルートを構築する。 

 (2) 説明会の開催 

   診療所側に脳卒中地域連携ネットワークの仕組み等を理解してもらうた

めに郡市医師会と協同で説明会を開催のうえ、加入申込をする。 

 (3) ネットワーク参加医療機関一覧表の作成 

   計画管理病院・リハビリ担当病院が中心になり、(2)にて加入した診療所

も含めたネットワーク参加医療機関の一覧表を作成する。 

 (4) 厚生労働省への申請 

  ① 計画管理病院・リハビリ担当病院が(3)で作成した一覧表をもとに参加

診療所を「連携外来診療所」として申請する。 

  ② ①の申請受理を受けて、参加診療所側も厚生労働省に申請する。 

  ③ 以上により「脳卒中地域連携システム」が構築できたこととなる。 

 

３．神奈川県西部の例 

 (1) 小田原・足柄上地区 

   地域医師会理事のリハビリ担当病院が中心になり、説明会を開催して診

療所の参加募集を実施。各 20 数件の診療所群を構築。 

 (2) 厚木地区 

   説明会は東日本大震災の影響により延期となった。代用策として郵送に



て参加診療所を募集。20 件の診療所群を構築 

 (3) 秦野・伊勢原地区 

   平成 23 年 6 月に説明会の開催を予定。 

 (4) (1)～(3)により参加した診療所群すべてを七沢リハビリテーション病

院で一覧化。ネットワーク事務局である東海大学病院より、計画管理病院

とリハビリ担当病院に一覧を配信し、各病院がすべての診療所を連携外来

診療所として厚生労働省へ申請。次に各参加診療所から計画管理病院を掲

載した申請用紙をもって厚生労働省に申請する。 

 

４．神奈川県西部の申請書類 

 (1)  特掲診療料の施設基準に係る届出書 

   加算を申請する書類。「施設基準通知の１０：地域連携心療計画退院時

指導料（Ⅱ）にレ点を打ち、診療所・解説者等記載して主届出書となる。 
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 (2)  診療所届書計画管理病院一覧 

   一括記載したエクセル表を協働で使う。 

   

様式１２の３ エクセル表      

 

 

様式１２の３添付書類 

  



   様式１２の４ 地域連携診療計画書 

 

 

 

 (3)  脳卒中地域連携パス 

  様式 12 の 4地域連携診療計画書として連携パスの 5 枚（様式）を添付する。 

   

 


